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	 バヤンバト・ムンフバヤル　宮崎県都城市生活文化課国際交流員
	 Munkhbayar Bayanbat

	 ＪＥＴプログラムという糧から始まる成長
	 Seeds	of	Inspiration	Grow	from	the	JET	Programme
	 バネッサ・ビアロボス　栃木県栃木市元外国語指導助手
	 Vanessa Villalobos

                      	
　 地域国際化協会関連事業のご紹介
	 ㈶自治体国際化協会

	 日印地域間交流促進プログラム参加レポート
　松下　倫子　北九州市教育委員会学務部教職員課

	 ～豪州多文化主義政策交流プログラムに参加して～
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国際社会の持続的発展を支える人材育成に向けて
高田　勇　地域国際化協会連絡協議会会長／㈶長崎県国際交流協会理事長
　　  

国際協力における多様な連携がもたらす可能性を探る
Ⅰ　持続可能な国際協力を目指して
　1.マルチステークホルダー時代の国際協力と自治体・NGOの連携

田村　太郎　一般財団法人ダイバーシティ研究所　代表理事

　2.国際協力活動に求められる自治体とNGOの連携～地域に根付くNGOとマルチステークホルダーの視点～
富野　岳士　特定非営利活動法人国際協力NGOセンター（JANIC）　事務局次長

　3.今こそ、国際交流・国際協力の出番だ―大震災後の草の根国際活動のビジョン―
毛受　敏浩　公益財団法人日本国際交流センター　チーフ・プログラムオフィサー

Ⅱ　自治体・ＮＧＯの連携
　1.「ソーシャル・ビジネスが進化させる国際協力活動－マルチステークホルダーで進める課題解決への取り組み」

河合　将生　特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会　職員

　2.国際協力活動に求められる自治体とNGOの連携「フェアトレードの啓発をとおして」
松本　義弘　横須賀市政策推進部国際交流課長　地域国際化推進アドバイザー

　3.フェアトレードシティへ向けた多様なセクターの連携（熊本）
八木　浩光　財団法人熊本市国際交流振興事業団　事務局長

　4.国際協力の教育力
新田　恭子　公益社団法人セカンドハンド設立者

　5.日本語指導での連携と今後の課題
青木　智弘　「たぶんかフリースクール」多文化共生センター東京事務局
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	 北京事務所における活動支援について
	 古川　健　北京事務所所長補佐（京都府派遣）
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　 福岡県田川市立後藤寺小学校の挑戦
　 ～韓国	吐月初等小学校との国際交流教育～
	 ㈶自治体国際化協会交流親善課

	 バーモントが鳥取の高校生に与えたもの
　鳥取県文化観光局交流推進課

クローズアップNGO・NPO
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	 長野県冬季観光プロモーションを展開
　 ～中国・北京市で「SNOW	RESORT	NAGANO」の魅力をPRしました～
	 佐藤　公俊　長野県観光部国際観光推進室長
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表紙写真：自治体職員協力交流事業（岡山県笠岡市）
笠岡市は地元企業が現地に工場を設置している縁もあり、平成11年
にマレーシアのコタバル市と産業交流都市として「友好握手都市」
を締結しました。この「友好握手都市」締結10周年記念事業の一
環としてコタバル市より３名の研修員を受け入れ、日本で行われて
いる農業の実態と技術の習得を目的とした研修を実施しました。




